
編纂室より

↑与原幼稚園卒業記念1958年(昭和33)3月13日

区の旧公民館前で撮影。当時与那原には与原、

浜田、新島、板良敷、当添に幼稚園があった。

(町史所蔵)

← 1958年(昭和33)1月1日、当添幼稚園

の前で園児と先生。場所は現在の当添公

園辺り。

(提供:新垣千鶴子氏)

発刊予定の『与那原町史資料編戦後の与那原』では、戦後の行政、まちづくりや景観、産業や人々のくらし、

教育の4章構成を計画しています。これまでの収集・調査資料の中から、各章ごとに内容の一部をご紹介します。また、

今年度復元された与那原駅舎と軽便鉄道についてのミニ特集のページもご覧下さい。



「資
料
編

戦
後
の
与
那
原
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
①

ー

水
道
事
業
の
始
ま

り

|

与
那
原
町
の
行
政
が
戦
後
取
り
組
ん
だ

事
業
の
一
つ
に
水
道
敷
設
事
業
が
あ
り
ま

す
。

戦
後
の
水
事
情

戦
後
の
暮
ら
し
の
中
で
使
用
す
る
水
は

井
戸
ま
た
は
雨
水
を
溜
め
て
確
保
し
て
い

ま
し
た
。

一
九
六

O
年
(
昭
三
五
)
頃
か
ら
与
那

原
町
議
会
で
も
水
道
敷
設
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
の
町
民
の
意

識
と
し
て
は
水
道
敷
設
へ
の
意
志
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

一
九
六

二
年
(
昭
三
七
)
三
月
の
定
例
議
会
で
は
、

「
水
道
が
ほ
し
い
も
の
↓
五
五
四
軒
、
現

在
の
ま
ま
天
水
↓
四
六
九
軒
、
ど
ち
ら
で

も
↓
一
三
八
軒
」
と
い
っ
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
九
六
三
年
(
昭
三
八
)
に

七
O
数
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
干
ば
つ

が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の
一
年
間
の

総
降
雨
量
は
平
年
の

四
七
・
六
%
と
約
半

分
の
降
雨
量
で
し
た
。

そ
の
た
め
同
年
六
月
に
は
本
土
か
ら
水

が
運
ば

れ
て
く
る
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た

(
沖
縄
県
企
業
局
国
司
参
照
)

0

与
那
原
で
も
飲
料
水
運
搬
入
夫
を
雇
用

し
、
給
水
車
で

一
日
四

1
五
回
ほ
ど
運
搬

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
干
ば
つ
に
続
く

よ
う
に
一
九
六
五
年

(昭
四
O
)
頃
か
ら

井
戸
の
大
腸
菌
問
題
、
西
原
製
糖
工
場
か

ら
の
ば
い
煙
問
題
に
よ
る
雨
水
の
汚
染
な

ど
水
の
確
保
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

苦
労
し
た
水
道
工
事

同
じ
時
期
に
琉
球
水
道
公
社
が
石
川
浄

水
場
か
ら
軍
道
十
三
号
線
(
現
在
の
三
二

九
号
線
)
に
水
道
管
を
通
し
て
那
覇
ま
で

水
を
供
給
す
る
と
い
う
計
画
・
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
道
管
か
ら
与
那
原

町
に
も
分
岐
を
し
て
水
を
供
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た。

こ
の
水
道
敷
設
工
事
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
、
様
々
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

水
道
本
管
が
引
か
れ
て
い
る
軍
道
路
内

に
は
、
各
軍
施
設
を
結
ぶ
連
絡
ケ
ー
ブ
ル

が
引
か
れ
て
い

る
た
め
米
軍
の
係
官
の
立

ち
合
い
の
下
で
な
け
れ
ば
分
岐
の
た
め
の

工
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

町職員等による視察

さ
ら
に
、
こ
の
立
ち
合
い
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
一
箇
所
に
つ
き
五

0
ド
ル
の

手
数
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

石川浄水場

ま
た、

水
道
管
を
こ
の
連
絡
ケ
ー
ブ
ル

の
近
く
に
引
い
て
し
ま
う
と
米
軍
が
通
信

す
る
際
に
水
流
音
が
雑
音
に
な
る
と
の
理

由
で
水
道
管
の
設
置
位
置
を
通
常
よ
り
も

高
め
に
設
置
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ

(
知
念
良
光
氏
証
言
)
。

こ
の
よ
う
に
特
に
米
軍
政
府
と
の
関
わ

と
も
あ
り
ま
し
た

.
¥
J
u
-

-

jt
 

与郊原町史だよりー②

(右)中島 ・港区での工事の様子

(左)設置 された水道管 一部は

米軍指定の塩化ビニル製を使用し

なければならなかった。

り
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
一
九
六
八
年
(
昭

四
三
)
か
ら
の
三
期
の
工
事
(
表
1
)
を

経
て
安
全
な
水
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

工事期 (完了年) 行 政 区

第一期 港・江口・中島・

(1968年末) 新島・森下・浜田

第二期 与原・大見武・

(1969年夏) 上与那原

第二期
当添・板良敷

(1971年春)

表 1:上水道敷設時期

(W町勢要覧 1970jをもとに作成。)

※3枚の写真 :知念良光氏提供



1960年頃の与那原風景

『資
料
編

後
の

与
那
原
ま
ち
づ
く
り

与
那
原
町
は
、
一
九
四
九
年
(
昭
和
二

四
)
四
月
、
大
里
村
か
ら
分
離
し
た
こ
と

で
全
島
で
当
時

一
番
小
さ
な
町
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
生
活
環
境
施
設

の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
人
口
は
年
々
増

加
し
、

一
九
七
二
年
(
昭
和
四
七
)
本
土

復
帰
の
年
に
は
人
口
一
万
人
余
と
な
り
ま

し
た
。

、、，曹、.

こ
の
人
口
増
加
と
と
も
に
進
め
ら
れ
た

都
市
計
画
事
業
に
よ
り
与
那
原
の
ま
ち
は

大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

人口統計
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戦
後
の
与
那
原
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
②

道
路

と
排
水
路
エ
事

一
九
六
三
年
(
昭
三
八
)
「
町
道
現
況

調
査
」
で
は
、
道
路
面
積
六
万
四
二

0
・

六
一
ぱ
、
内
自
動
車
交
通
が
不
能
な
道
路

が
ニ
千
八
四

0
2m
で
全
道
路
が
砂
利
道
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

持ソ417
~~./ 

f . 

一
九
六
八
年
(
昭
四
二
一)
十
月
、
米
国

政
府
よ
り
町
管
内
の

二
二
号
及
び
四
四
号

軍
道
路

(現
在
の
国
道
)
と
も
に
舗
装
端

か
ら
両
側
に
六

m
拡
張
さ
れ
、
軍
道
路
横

断
の
暗
渠
の
架
設
と
海
岸
に
向
け
て
の
排

水
路
の
新
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

し住よ
た宅り
。の

浸 大
水 雨
被雪
堂三 主義

あ風
間に

題お
~1 1，ミ

兎さ
理 石
さ霊
れ祈

地
ま

本
格
的
な
ま
ち
守
つ
く
り
へ

「
遊
園
地
構
想
な
ど

与
那
原
町
本
格
的
な
町
づ
く
り

11959年10月指定道路台帳Jより町道及び橋位置図

与
那
原
町
発
展
の
三
条
件
と
い
わ
れ

る
上
水
道
施
設
、
区
画
整
理
お
よ
び
排

水
溝
整
備
、
観
光
施
設
が
近
く
そ
ろ
う

こ
と
に
な
り
、
町
当
局
は
こ
れ
を
機
に

本
格
的
な
町
づ
く
り
に
着
手
す
る
。

[
中
省
略
]

こ
う
し
て
与
那
原
町
は
発
展
へ
の
条

件
が
一
応
そ
ろ
っ
た
た
め
、
都
計
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、

同
町
都
計
の
構
想
は
那
覇
市
を
ふ
く
め

た
近
隣
市
町
村
の
い
こ
い
の
町
を
つ
く

る
こ
と
に
あ
り
、
関
係
者
は
こ
れ
を
「
レ

ジ
ャ
ー
タ
ウ
ン
」
と
呼
ん
で
い
る
。

一
九
六
五
年
八
月
一
八
日
付

琉
球
新
報
社
記
事
よ
り
」

③ー与那原吋史だより

参
考
文
献

町
政
文
書
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こ
の
冊
子
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
の
中
に
、

昭
和
四
十
年
代
以
前
の
、
古
い
広
告
や
、

商
庖
街
地
図
を
お
持
ち
の
方
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
町
史
編
纂
室
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

L
V
 

与
那
原
の
古
き
町
並
み
を
、
皆
さ
ん
は

覚
え
て
い
ま
す
か
?

町
史
編
纂
室
で
は
、
「
戦
後
資
料
編
』

の
発
刊
に
向
け
、
商
業
地
図
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
地
図
を
通
し
て
町
を
見
る
と
、

商
庖
街
の
繁
栄
と
変
化
が
見
渡
せ
ま
す
。

地
図
上
の
庖
舗
位
置
は
、
古
い
広
告
記

事
や
、
商
庖
街
を
よ
く
知
る
方
々
の
証
言

を
頼
り
に
、
現
在
調
査
中
で
す
。

1950年代のえびす通り商業地図
(調査をもとに作成中)

-
町
史
編
纂
室

0
9
8
・
8
7
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9
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8
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五十年代の与那原町内写真
(Ronald Streepy氏所蔵)
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戦
後
の
幼
児
教
育
の

一
歩

ー

与
那
原
の
幼
稚
園

|

-

初
等
学
校
付
属
幼
稚
園

焦
土
か
ら
復
興
し
始
め
た
一
九
四
六
年

(
昭
和
二
二
六
月
、
浜
田
の
旧
日
本
軍
兵

舎
跡
に
与
那
原
初
等
学
校
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
民
政
府
文
教
局
通
知
に
よ
り
、
校

内
に
付
属
幼
稚
園
が
置
か
れ
、
幼
児
教
育

も
始
ま
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
十
一
月
に
米
軍
政
府

補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
、
財
政
状
況
か
ら

沖
縄
の
多
く
の
市
町
村
で
幼
稚
園
存
続
が

問
題
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
)
三
月
に
学

校
付
属
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要
な

教
育
機
関
と
し
て
町
議
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
財
政
措
置
や
地
域
の
協
力
等
で
継

続
し
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
会
の
働
き
か
け
も
あ
り
、

の
ち
に
親
川
の
園
舎
建
築
が
進
展
し
ま
す
。

-

字
に
あ
っ
た
幼
稚
園

当
添
で
は
、
町
な
か
へ
の
通
園
が
不
便

な
た
め
、
一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)
頃

に
は
字
公
民
館
を
活
用
し
た
幼
稚
園
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「資
料
編

板
良
敷
で
も
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
)

頃
に
は
、
学
校
教
育
の
経
験
者
へ
依
頼
し
、

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
午
前
に
二
時
間
ほ
ど
、

字
の
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

教
材
や
遊
具
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
先
生

方
は
折
り
紙
や
木
登
り
な
ど
工
夫
し
て
保

育
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
の
幼
稚
園
も
政
府
の
認
可
前
で
、

月
謝
制
な
ど
で
満
足
な
給
料
も
な
く
、
先

生
方
や
地
域
の
熱
意
と
奉
仕
精
神
で
継
続

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
与
原
区
に
与
原
幼
稚
園
、
浜

田
区
に
浜
田
幼
稚
園
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

一
九
六
七
年
(
昭
和
四
一
乙
、
親
川
の
与

那
原
幼
稚
園
が
認
可
を
受
け
教
育
区
立
に

な
る
と
、
当
添
や
与
原
の
幼
稚
園
も
そ
の

分
教
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

友愛幼稚園2期生の修了記念写真

(町史所蔵)

戦
後
の
与
那
原
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
④

-

友
愛
幼
稚
園

与
那
原
の
私
立
幼
稚
園
の
ひ
と
つ
が
、

味
噌
醤
油
づ
く
り
で
知
ら
れ
た
山
宮
友
愛

社
に
よ
る
友
愛
幼
稚
園
で
す
。
社
長
で
園

長
の
故
・
宮
城
能
章
氏
が
信
教
し
た
キ
リ

ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
幼
児
教
育
を
目
指

し
て
、
一
九
五
三
年
(
昭
和
二
八
)
六
月

に
開
園
し
ま
し
た
。

瓦
葺
き
の
木
造
園
舎
で
、
場
所
は
江
口

区
、
現
在
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ゴ
ル
フ
の
入
口

近
く
で
し
た
。

政
府
へ
認
可
申
請
を
検
討
し
た
よ
う
で

す
が
、
一
九
七
二
年
(
昭
和
四
七
)
、
沖
縄

の
日
本
復
帰
に
際
し
、
本
土
法
規
に
沿
っ

て
学
校
法
人
と
な
る
か
現
状
に
留
ま
る
か

選
択
を
迫
ら
れ
た
宮
城
氏
は
、
深
慮
の
末
、

幼
稚
園
継
続
を
断
念
し
ま
し
た
。

現
在
は
そ
の
後
継
団
体
が
、
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
保
育
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

-

ク
ラ
ラ
幼
稚
園

一
九
五
八
年
(
昭
和
三
三
)
、
与
那
原
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ス
タ
ー
達
の
布
教
活
動
中
で
、
地
域
の
人
々

か
ら
幼
稚
園
希
望
の
声
が
出
た
こ
と
が
、

ク
ラ
ラ
幼
稚
園
開
設
の
き
っ
か
け
だ
そ
う

で
す
。

一
九
六
一
年
(
昭
和
三
六
)
に
、
修
道

院
近
く
の
民
家
建
物
で
開
設
さ
れ
、
翌
年

森
下
区
の
現
在
地
へ
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
四
、
五
歳
児
の
混
成
ク
ラ
ス

で
始
め
ま
し
た
が
、
日
常
は
方
言
と
い
う

子
ど
も
が
多
く
、
シ
ス
タ
ー
が
「
さ
あ
、

お
も
ち
ゃ
を
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」
と
声
か

け
す
る
と
「
シ
マ
?
シ
マ

1
サ
ン
(
す
も

う
は
や
ら
な
い
こ
と
返
さ
れ
た
と
い
う
笑

い
話
が
あ
る
そ
う
で
す
。

新
園
舎
移
転
と
と
も
に
認
可
さ
れ
、
第

一
期
生
二
二
名
が
卒
園
し
ま
し
た
。

-

幼
稚
園
教
育
の
発
展
期

教会玄関前で第1回卒業記念撮影

(クララ幼稚園提供)

⑤ 一与郊原町史だより

一
九
六
十
年
代
半
ば
か
ら
の
振

興
策
等
で
、
与
那
原
の
幼
稚
園
は
少
し
づ

っ
発
展
期
へ
進
み
ま
す
。

以
降
、



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

戦
前
の
与
那
原

見

い

出

の

中

の

与

那

原

駅

軽
便
の
車
内
事
情

七

O
年
前
、
戦
禍
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
沖

縄
軽
便
鉄
道
与
郡
原
駅
。
平
成
二
七
年
駅

舎
資
料
館
と
し
て
の
復
活
を
記
念
し
、
戦

前
の
駅
を
利
用
し
た
御
三
方
か
ら
、
過
ぎ

た
日
の
思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。

ー
朝
の
駅
と
車
内
は

ど
ん
な
雰
囲
気
で
し
た
か
?

具
志
堅

一
私
以
外
の
二
人
は
通
学
で
利
用

し
て
い
ま
す
ね
。

諸
見
里

一
私
た
ち
は
定
期
券
を
使
っ
て
通

学
し
て
い
ま
し
た
。

小
牧
一
私
た
ち
が
通
学
で
使
う
区
間
は
、

与
那
原
か
ら
古
波
蔵
駅
で
嘉
手
納
線
に
乗

り
換
え
、
安
里
駅
で
降
り
ま
し
た
。

諸
見
里
一
県
立
第
一
高
等
女
学
校
(
一
高

女
)
は
現
在
の
那
覇
市
安
里
に
あ
っ
た
ん

で
す
。
二
口
同
女
と
女
子
師
範
学
校
は
併
設

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
昭
和
一
九
年
か

ら
、
小
牧
さ
ん
は
一
八
年
か
ら
汽
車
で
登

校
し
て
い
ま
し
た
。

具
志
堅
一
始
発
は
朝
六
時
四

O
分
位
で
し

た
か
ね
。

小
牧
一
朝
の
駅
は
、
勤
め
人
と
学
生
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

車
両
に
よ
っ
て
乗
る
人
が
だ
い
た
い
決

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
一

両
車
は
男
子

学
生
と
お
勤
め
の
方
。
二
両
車
は
二
高
女

や
積
徳
学
園
、
商
業
の
女
学
生
。
三
両
車

は
私
達
で
一
高
女
や
女
子
師
範
の
女
学
生

で
す
。

諸
見
里
一
始
発
の
与
那
原
で
も
う
車
両
は

い
っ
ぱ
い
で
す
よ
。
座
席
に
座
れ
な
い
く
ら

い
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

具
志
堅

一
与
那
原
は
二
日
同
女
が
多
い
か
ら
、

始
発
で
占
領
さ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

諸
見
里
一
朝
の
列
車
内
は
、
座
れ
ば
本
を

読
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
よ
。

諸
見
里

一
今
の
満
員
電
車
の
よ
う
に
、
ぎ
ゅ

う
ぎ
ゅ
う
詰
め
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん小
牧

一
私
の
頃
は
、
宿
題
の
か
わ
り
に
裁

縫
の
課
題
が
出
た
ん
で
す
。
近
所
の
お
姉

さ
ん
は
、
間
に
合
わ
な
く
て
汽
車
の
中
で

縫
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
糸
が
長
い
の
で
、

私
が
糸
を
持
っ
て
手
伝
う
ん
で
す
(
笑
)
。

諸
見
里

一
そ
ん
な
に
乗
り
心
地
は
悪
く
な

か
っ
た
で
す
よ
。
線
路
の
上
な
の
で
、
現

在
の
パ
ス
よ
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す

ト

ι
。

具
志
堅
一
一
日
橋
を
通
る
時
だ
け
は
音
が

違
い
ま
し
た
ね
。
ニ

l
ブ
イ
し
で
も
そ
こ

で
起
き
る
ん
で
す
(
笑
)
。

小
牧
一
車
内
は
今
の
パ
ス
の
車
両
よ
り
は

広
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

具
志
堅

一
座
り
心
地
は
上
等
で
し
た
よ
。
つ

り
革
や
網
棚
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

沖縄県鉄道学生定期券

(加田芳英氏所蔵)

昭和9年7月17日那覇~安里

与郊原町史だよりー⑤

小
牧
一
車
両
の
両
側
に
ソ
フ
ァ
ー
が
あ
り

ま
す
。
本
土
の
電
車
と
同
じ
作
り
で
す
ね
。

先
輩
が
い
っ
ぱ
い
の
時
に
乗
る
と
、
下
級

生
が
「
ど
う
ぞ
」
と
立
つ
ん
で
す
ね
(
笑
)
。

具
志
堅
一
立
た
な
い
と
大
変
で
す
よ
(
笑
)
。

解
説

「
一
高
女
」
正
式
に
は
「
沖
縄
県
立

第
一
高
等
女
学
校
」
と
言
い
、
戦

前
の
、
女
子
中
等
教
育
機
関
で
す
。

一
二
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
の
女
子

が
在
学
し
ま
し
た
。
「
女
子
師
範
」

と
は
、
女
性
教
員
の
養
成
学
校

で
す
。小

牧
さ
ん
や
諸
見
里
さ
ん
の
様

に
、
与
那
原
か
ら
た
く
さ
ん
の
学

生
が
汽
車
で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。



昭和15年ごろ『朝の与那原駅』

後
ろ
向
き
で
運
行
す
る
与
那
原
線

ー
与
那
原
か
ら
那
覇
ヘ
向
か
う

時
、
汽
車
は
ど
の
よ
う
に
方
向
転

換
し
て
い
ま
し
た
か
?

諸
見
里
一
駅
員
さ
ん
は
、
駅
長
さ
ん
と
駅

員
さ
ん
合
わ
せ
て
、
三
名
く
ら
い
い
ま
し

た
ね
。

那
覇
か
ら
汽
車
が
来
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
を

切
り
か
え
て
機
関
車
が
、
客
車
の
前
方
に

回
り
込
む
ん
で
す
。

駅
員
さ
ん
は
、
赤
い
旗
を
も
っ
て
誘
導
し

て
い
ま
し
た
。

具
志
堅

一
今
の
交
通
整
理
み
た
い
で
す
よ
。

小
牧
一
与
那
原
に
は
タ
ー
ン
す
る
場
所
が

な
い
の
で
、
汽
車
は
脇
の
レ

l
ル
を
使
っ

て
客
車
の
前
方
に
回
り
込
む
と
、
与
那
原

に
頭
を
向
け
た
ま
ま
、
那
覇
へ
走
っ
て
い

く
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
汽
車
は
バ
ッ
ク

で
那
覇
向
け
に
走
っ
て
い
く
ん
で
す
。

具
志
堅
一
汽
車
の
先
端
に
も
、
連
結
口
が

つ
い
て
い
た
ん
で
す
よ
。
那
覇
駅
の
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
で
、
ま
た
方
向
転
換
す
る
ん

で
す
。

小
牧
一
本
線
と
補
助
レ

l
ル
の
間
隔
は
、

汽
車
が
す
れ
違
っ
て
も
、
人
ひ
と
り
位
は

通
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ヘンシヱル社製機関車

(那覇市歴史博物館・田中龍一氏提供)

ドイツ製で石炭や水を機関車本体に搭載する

タンク式。開通時から与那原線で活躍しました。

↓与那原から那覇行

↑那覇から与那原行

運行形態の図 (加田芳英氏所蔵)

汽車は図の様に、与那原から那覇へ向かう時は

与那原に頭を向け走行しました。

⑦ー与那原町史だより



今
年
、
七

O
年
ぶ
り
の
復
活
を
遂
げ
た
与
那
原
駅
舎
。

み
な
さ
ん
は
、
戦
後
こ
の
駅
が
歩
ん
だ
歴
史
を
ご
存
じ
で

し
よ
う
か
。
戦
後
の
駅
舎
跡
は
そ
の
状
況
か
ら
、
三
つ
の

ま
ず
、

時
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
の
期
間
で

一
九
四
五
年
五
月
二
四
日
に
撮
影
さ
れ
た
米
軍
写
真

す。で
、
無
残
な
駅
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
沖
縄
戦
に
よ
り
破

一
二
年
後
の
一
九
五
七
年

壊
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
駅
舎
は
、

ま
し
た
。

=
一
月
ま
で
、
応
急
処
置
が
施
さ
れ
た
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い

沖
縄
戦
が
終
結
し
、
避
難
し
て
い
た
住
民
が
町
へ
帰
つ

て
き
た
当
時
、
戦
前
の
家
屋
が
ほ
ぼ
全
壊
し
て
い
た
為
、

壁
に
大
穴
の
開
い
た
駅
舎
も
貴
重
な
「
建
物
」
で
し
た
。

穴
を
板
や
鉄
板
で
塞
ぎ
、
役
場
や
議
会
場
、
農
協
施
設
な

ど
、
様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

一
九
五

O

年
頃
か
ら
駅
は
、
消
防
署
の
車
庫
へ
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
駅
舎
が
本
格
的
に
補
修
さ
れ
る
、

一
九
五
七
年

か
ら
二

O
一
四
年
ま
で
。
駅
舎
は
一
九
五
六
年
二
一
月
か

ら
五
七
年
三
月
に
か
け
て
、
破
壊
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
補
修
し
、
町
役
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
旧

駅
舎
の
残
骸
を
基
礎
と
し
て
修
復
さ
れ
た
こ
の
建
物
は
、

た。 復
帰
後
ま
で
役
場
と
し
て
、
町
政
を
足
元
か
ら
支
え
ま
し

一
九
七
三
年
に
町
か
ら
与
那
原
農
業
協
同
組
合
へ
売

却
さ
れ
た
後
も
、
補
修
や
改
築
を
経
て
、
二

O
一
二
年
七

月
ま
で
農
協
事
務
所
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

二
O
一
五
年
一
月
、
沖
縄
県
営
鉄
道
与
那
原
駅
舎
跡
地

は
、
戦
前
の
姿
を
再
現
し
た
展
示
資
料
館
へ
リ
ニ
ュ

l
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
建
物
の
裏
手
に
は
、

九

三
一
年
に
建
造
さ
れ
た
、
旧
駅
舎
を
支
え
て
い
た
九
本
の

支
柱
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
は
、
駅
と
与
那
原
が
経
験
し
た
、

激
動
の
時
代
を
私
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
駅
舎
を

訪
れ
、
町
の
歴
史
を
体
感
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

.与那原駅舎の戦後年表
1945年 5月 ・米軍のカメラで破壊された駅の姿が撮影される

1946年項 ・住民の帰村の伴ぃ、破壊された駅舎は修復され公共施設となる

1949年 9月 ・駅舎にて、与那原農業組合の設立総会を開催

1949年10月 ・駅舎跡を役場とし:利用することが決定、農協は親川へ移転

1950年項 ・駅舎跡、消防車の車阜として利用される。

1957年 3月 ・破壊された駅舎を、 コンクリー卜で補修しリフォーム。役場として再建

1973年10月 ・駅舎跡の役場が与那原町農協へ売却される

1975年 ・与那原町役場が上の森へ移転

1979年12月 ・農協事務所の増改築工事が完点

2012年 7月 ・束浜への移転に伴ぃ、農協事務所が駅舎跡地で業務を終える

2015年 1月 ・駅舎資料館開館 70ぶりに戦前の姿を取り戻す

与那原町史だより一⑧

-
写
真
・

一
段
目
一
破
壊
さ
れ
た
駅
舎

(
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
)

二
段
目
一
終
戦
直
後
の
駅
舎
跡

(
那
覇
市
歴
史
博
物
館
提
供
)

三
段
目
一
車
庫
と
な
っ
た
駅
舎

(
上
原
義
和
氏
提
供
)

四
段
目
一
修
復
さ
れ
た
旧
駅
舎

(
辺
土
名
朝
盛
氏
提
供
)

五
段
目
一
駅
舎
資
料
館
の
内
装




